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“準結晶”が生み出す非周期秩序の美　　蔡　　安邦
　準結晶の発見は高温超伝導と並ぶ 20 世紀における 2大物質の発見である。発見者
のシェヒトマン博士は 2011 年にノーベル化学賞を受賞した。熱力学的に安定で秩序
が高く，結晶とアモルファスとも異なる新しい物質構造である準結晶本来の姿は必ず
しも理解されていない。準結晶構造に秘められる美しさとその面白さに迫る。P608─
609

図 2　ペンローズ図形とそれを
構成する 2種類の菱形。準結晶
構造の理解には，ペンローズ図
形（Penrose Pattern）が用いら
れる。ペンローズ図形は準結晶
の骨格構造で，菱形に記されて
いる 2重矢同士あるいは 1重矢
同士が重なるようにタイル貼り
する，という厳格な規則で形成
される。

図 3　Zn─Mg─Dy 準結晶の実体顕。
　微像（a），（a）の準結晶の 5回対称軸から得た電子線回折図形（b），X線透過ラウエ（c）お
よび背面ラウエ（d）の回折図形。準結晶の回折ピークは τ の関係（フィボナッチ数列）で並ん
でおり，周期性がないことは，結晶との大きな違いである。

シリーズ 教科書から一歩進んだ身近な製品の化学
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メチレンブルーを使った実験　　荘司　隆一
　フラスコの中には無色の液体が入っている。フラスコを振ると，
液体の色は青色に変わるが，そのまま放置すると再び無色に戻る。
フラスコの液体にはメチレンブルーが溶けている。フラスコを振る
と空気中の酸素により酸化され青色に変わるが，そのまま放置する
と溶けているブドウ糖により還元されて無色に戻る。この反応は，
何回か繰り返すことができる。P594

写真 1　メチレンブルーをごく少量入れた無色透明
な液体を準備する。

写真 2　三角フラスコを強く振ると液の色は青色に
変化する。変化してからしばらく静かにおいてお
くと，液の色は再び無色になる。

5分間デモ実験実験の広場
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